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【
教
師
向
け
資
料
】
古
典
の
学
習
指
導
の
ヒ
ン
ト
①

①
人
物
評
づ
く
り

仁
和
寺
に
あ
る
法
師
～
「
徒
然
草
」
～

◎
「
法
師
は
～
～
な
人
物
で
あ
る
」
の
書
き
出
し
で
、
人
物
像
を
述
べ
よ
う
。

（「
仁
和
寺
の
法
師
」
）
は
、
（
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
な
）
人
物
で

あ
る
。

法
師
は
、
・
・
・
・
・
・

＊
法
師
の
言
動
を
引
用
し
な
が
ら
、
人
物
像
を
推
察
す
る
。

（
例
）
こ
の
法
師
が
友
人
だ
っ
た
ら
、
・
・
・

＊
「
自
分
の
友
人
で
あ
っ
た
ら
」
、
「
も
し
当
時
、
〇
〇
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
た
な
ら
」
等
の
想
像
も
交
え
て
よ
い
。

但
し
、
本
文
か
ら
類
推
さ
れ
る
妥
当
な
内
容
に
す
る
こ
と
。

人
物
評
の
例

（
「
仁
和
寺
の
法
師
」）
は
、（
軽
率
な
行
動
が
目
立
つ
が
憎

め
な
い
）
人
物
で
あ
る
。

法
師
は
、
行
き
先
を
調
べ
も
せ
ず
に
、
「
た
だ
一
人
、
徒

歩
よ
り
」
詣
で
る
と
い
う
大
胆
な
行
動
に
出
る
。
た
ど
り

着
い
て
も
い
な
い
石
清
水
八
幡
宮
に
つ
い
て
、
仲
間
に
は

す
ぐ
「
尊
く
こ
そ
お
は
し
け
れ
」
と
自
慢
し
て
し
ま
う
。

山
へ
登
る
人
々
を
見
て
お
き
な
が
ら
、
「
ゆ
か
し
か
り
し
か

ど
（
知
り
た
か
っ
た
が
）
」
、
事
情
を
尋
ね
も
し
な
い
の
だ
。

こ
の
法
師
は
、
思
い
こ
み
が
強
す
ぎ
る
の
を
反
省
す
べ

き
だ
。
不
確
か
な
こ
と
を
自
慢
す
る
の
も
控
え
る
べ
き
だ
。

し
か
し
、
憎
め
な
い
の
も
事
実
だ
。
手
前
の
寺
の
仏
に
も

深
く
感
動
し
て
喜
ぶ
と
こ
ろ
は
子
供
の
よ
う
で
、
実
に
純

粋
で
あ
る
。
こ
の
法
師
と
の
付
き
合
い
は
少
し
大
変
そ
う

だ
が
、
親
友
に
し
た
い
な
あ
、
と
思
わ
せ
ら
れ
る
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【
教
師
向
け
資
料
】
古
典
の
学
習
指
導
の
ヒ
ン
ト
②

②
漢
詩
の
味
わ
い

（
例
：
「
漢
詩
の
風
景
」
光
村
図
書
）

）

「
漢
詩
」
の
特
色
を
つ
か
み
、
味
わ
お
う

【
中
国
由
来
の
「
漢
詩
」
の
特
徴
を
知
ろ
う
】

○

漢
文
で
書
か
れ
た
詩
で
あ
る
「
漢
詩
」
に
は
、
四
行
詩
で
あ
る
（

）
と
、
八
行
詩
で
あ
る
（
②

）

と

が
あ
る
。
①
の
四
行
は
、
う
た
い
は
じ
め
で
あ
る
（
③

）
句
、
そ
れ
を
受
け
て
展
開
す
る
（
④

）
句
、
場
面
の
転

換

を
表
す
（
⑤

）
句
、
そ
し
て
結
び
の
結
句
、
と
い
う
四
つ
の
部
分
か
ら
成
り
た
っ
て
お
り
、
こ
の
形
式
の
こ
と
を
、
漢
字

四

字
で
（
⑥

）
と
い
う
。

○

漢
詩
は
も
と
も
と
中
国
古
来
の
文
学
で
あ
る
の
で
、
語
順
が
違
っ
て
い
た
り
、
言
葉
を
補
う
必
要
が
あ
っ
た
り
し
て
、
そ
の
ま
ま

で
は
日
本
人
に
は
読
み
づ
ら
か
っ
た
。
そ
こ
で
。
昔
の
日
本
人
は
、
漢
字
の
語
順
を
入
れ
替
え
た
り
、
足
り
な
い
言
葉
を
加
え
た
り

す
る
こ
と
で
、
読
み
や
す
く
す
る
工
夫
を
重
ね
て
き
た
。

春
眠
不
覚
暁

→

春
眠
不
覚
暁

→

春
眠
暁
を
覚
え
ず

漢
字
の
み
の
漢
文
を

こ
れ
は
（
⑧

）
と

上
記
の
（
⑧
）
が
読
み
や
す
く

（
⑦

）

い
う
。
行
の
右
側
に
、
カ
タ
カ

な
る
よ
う
、
漢
字
と
ひ
ら
が
な
に

と
い
う
。

ナ
で
送
り
が
な
や
助
詞
を
書
き

よ
る
見
や
す
い
文
に
直
し
た
も
の

加
え
た
り
、
行
の
左
側
に
「
レ
」

を
、（
⑨

）

＊
漢
字
ば
か
り
の
こ
の
（
⑦
）

「
一
」
等
の
記
号
を
加
え
た
り

と
い
う
。

も
、
記
号
や
ひ
ら
が
な
を
加
え

し
て
、
日
本
語
調
に
読
み
や
す

た
⑧
⑨
も
、
漢
文
で
あ
る
。

く
し
た
も
の
で
あ
る
。

○

（
⑧
）
に
お
い
て
、
語
順
の
入
替
の
た
め
に
記
号
と
し
て
扱
っ
て
い
る
「
レ
」
「
一
」
「
中
」
な
ど
の
文
字
を
（

）

と
い
う
。
こ
れ
に
は
、「
れ
て
ん
（
記
号
：
レ
）
」「
い
ち
て
ん
（
記
号
：
一
）」
な
ど
が
あ
る
。

【
漢
詩
に
お
け
る
表
現
の
工
夫
を
知
ろ
う
】

○

漢
詩
で
は
、
作
者
の
心
情
や
場
面
の
情
景
を
あ
ざ
や
か
に
描
き
出
す
た
め
に
、
様
々
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
る
。
二
つ
の
も
の
を
並

立
さ
せ
て
強
調
す
る
（
⑩

）
や
、
繰
り
返
し
に
あ
た
る
（
⑪

）
法
、
な
ど
、
工
夫
は
様
々
で
あ
る
。

○

漢
詩
で
は
、
発
音
が
共
通
す
る
漢
字
を
並
べ
、
そ
の
響
き
を
楽
し
む
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
（
⑫

）
を
踏
む
、

と
い
い
、
押
韻
と
も
い
う
。
押
韻
に
は
、
文
末
に
共
通
の
音
を
並
べ
る
（
⑬

）
が
多
く
用
い
ら
れ
る
。「
然
」
と
「
年
」
は

ネ
ン
と
い
う
音
が
共
通
し
て
お
り
、「
鳥
」「
少
」
で
は
ョ
ウ
（
ヨ
ウ
）
と
い
う
音
が
共
通
し
て
い
る
。
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【
漢
詩
を
読
み
、
作
者
の
思
い
を
を
つ
か
も
う
】

｛
問
｝
次
の
漢
詩
中
の

部
の
読
み
方
を
ひ
ら
が
な
で
（
現
代
仮
名
遣
い
に
し
て
）
答
え
な
さ
い
。

ま
た
、
漢
詩
を
読
み
、
現
代
語
訳
を
答
え
な
さ
い
。

春
暁

孟
浩
然

よ
み

①

（
訳
）

春
眠
不
覚
暁

春
眠
①
暁
を
覚
え
ず

処
処
聞
啼
鳥

②
処
処
啼
鳥
を
聞
く

よ
み

夜
来
風
雨
声

夜
来
風
雨
の
声

②

（
訳
）

花
落
知
多
少

花
落
つ
る
こ
と
知
る
多
少

よ
み

③

（
訳
）

Ｂ

絶
句

杜
甫

よ
み

④

（
訳
）

江
碧
鳥
逾
白

③
江
は
碧
に
し
て
鳥
は
逾
よ
白
く

山
青
花
欲
然

山
は
青
く
し
て
④
花
は
然
え
ん
と
欲
す

よ
み

今
春
看
又
過

今
春
⑤
看
す
又
過
ぐ

⑤

（
訳
）

何
日
是
帰
年

⑥
何
れ
の
日
か
是
れ
帰
年
な
ら
ん

よ
み

⑥

（
訳
）

Ｃ

黄
鶴
楼
に
て
孟
浩
然
の
広
陵
に

よ
み

之
く
を
送
る

李
白

⑦

（
訳
）

故
人
西
辞
黄
鶴
楼

⑦
故
人
西
の
か
た
黄
鶴
楼
を
辞
し

よ
み

煙
花
三
月
下
揚
州

⑧
煙
花
三
月
揚
州
に
下
る

⑧

（
訳
）

孤
帆
遠
影
碧
空
尽

孤
帆
の
遠
影
碧
空
に
尽
き

唯
見
長
江
天
際
流

唯
だ
見
る
⑨
長
江
の
天
際
に
流
る
る
を

よ
み

⑨

（
訳
）


